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１　業務名称
　　　神戸市食支援事業に係る公共保管庫の整備・運営業務

２　契約方法
　　　委託契約

３　契約期間
　　　契約締結日から令和9年3月31日

４　事業目的
　　　企業やフードバンク団体、食支援団体の中には、寄附・受取の意向がありながらも、保管場所不足により寄附が滞る、あるいは断念せざるを得ない事例がある。
このため、食料保管のための公共保管庫を整備し、企業等からの寄付食料品、フードバンク団体等が取り扱う食料品の一時保管場所として活用することで、食支援の取り組みを支援することを目的とする。

５　事業内容
（１）設置場所
　本事業に係る保管庫の設置場所は、以下のとおりとする。
・令和9年2月まで：KIITO3階　クリエイティブラボ309号室（254㎡）
・令和9年3月以降：KIITO1階　ギャラリーB（151㎡）
（２）保管庫の整備・運営
　　　　①整備・運営の基本方針
　　　　　保管庫の整備及び運営は、公募時に採択された事業者の提案内容に基づき実施するものとし、主な実施内容は次のとおりとする。
　　　　　ア．倉庫内レイアウト整備
・区画設定、動線整理を行うこと
・倉庫内を最低でも３つ以上の区画に区切り、複数事業者が同時に使用できる構造とすること
・搬出入動線を適切に確保すること
・クリエイティブラボ309号室は同308号室の避難経路となるため、避難用の通路を確保すること
　　　　　イ．倉庫機能整備
・什器の導入（市保有の冷凍冷蔵庫の活用を含む）
・衛生管理・温度管理　等
・食品・施設の衛生管理は農林水産省が公表している「フードバンク活動における食品の取扱い等に関する手引き」に基づき、食品の品質が保持されるよう適切に管理すること
・床の積載荷重は300㎏/㎡であるため、設置する設備、什器及び積載物による荷重はこれを超えないこと
　　　　　ウ．運営体制整備
・搬出入対応、予約管理、物品のマッチング等を行う運営体制を確保すること
・保管庫の鍵の保管および管理を適切に行うこと
・本事業により発生した廃棄物は、保管庫内で適切に分別及び一時保管を行ったうえで、受託者が回収事業者と契約し、関係法令に基づき適切に処理すること。
・本事業に係る電気料金の把握・支払い方法については神戸市と協議のうえ決定すること
　　　　②利用期間
　　　　　　・１事業者が１回につき利用可能な期間は、原則として2週間以内とする。
・必要に応じて、１か月まで延長できるものとする
・利用に際しては事前予約を必須とし、予約時に利用期間を申告させること
　　　　　　・なお、利用期間は、保管庫の空き状況等を勘案し柔軟な対応を行うこと
　　　　③利用対象者
　　　　　ア物品提供者
　　　　　　・企業
・フードバンク団体
　　　　　　イ支援者
　　　 　　　 ・フードバンク団体
・食支援団体　等
　　　　　　　※食支援団体については、次のいずれかの要件を満たすものとする。
　　　　　　　　・市の補助団体であること
・過去1年以内に1回以上、食支援の実績があること
　　　　　　　　　※実績は、チラシや報告書等で確認を行う。
　　　　④利用者の登録管理
　　　　　・利用者は事前登録制とする（物品提供者、支援者とも）
　　　　　・登録時には、誓約書を提出させること
　　　　　・誓約書の様式は、契約後、市と協議のうえ決定するものとする
　　　　　・登録した保管庫利用者を識別できる名札等を準備し、利用時に着用させること。
⑤予約管理
・保管庫の利用は予約制とする
・予約は区画単位で管理し、特定団体の占有防止及び利用機会の平準化を図る　　　こと
・利用者が空き状況を確認できる仕組み（例：オンライン予約システム）を構築すること
・具体的な方法は提案内容に基づき実施するものとする
⑥搬出入の管理
　　　　・搬出入は、保管庫管理者の立会いのもと行うこと
　　　　・原則としてKIITOの開館日に実施すること
・必要に応じて土日対応等、柔軟に運用すること
⑦物品管理・分配（マッチング業務）
・企業から保管庫への寄付申出があった場合、受入可否を判断すること
・受入可能な場合は、保管庫管理者が物品を受領すること
・受領後、支援者へのマッチングを実施すること
　　　　　⑧事業広報
　　　　　　・想定される利用者に対して、事業趣旨・内容の広報を行うこと。
　　　　　⑨市への報告
　　　事業者は、市に対し次の事項を隔月で報告するものとする。
・利用者数（物品提供者・支援者別）及びその属性
・取扱物品量
・マッチング件数
　　　　　⑩問い合わせ対応
　　　　　　・公共保管庫の問い合わせに関する対応を行える窓口を設けること
　　　　　　・緊急時、施設管理者等と連絡を取れる対尾性を整えること

６　業務履行にあたっての事項
（1） 受託事業者は本仕様書に基づき、本業務の履行、活動の内容に関しては、神戸市と十分協議して業務を実施するとともに、定期的に進捗状況を共有すること。
（2） 受託事業者は、契約締結後速やかに本業務委託にかかる実施日程及び具体的な実施方法についての調整を行うため、神戸市と事前の打ち合わせを行い、実施計画について神戸市の相談を得ること。
（3） 委託業務の完了後、神戸市の指定する期日までに、実施業務の内容、成果についてまとめた業務報告書を神戸市に提出すること。
（4） 使用場所の移転時または事業終了時には、受注者の負担により施設管理者と協議のうえ、設置した設備、備品等を撤去し、必要に応じて補修を行うなど使用した場所を現状に回復すること。
（5） 市が事業運営に必要な資料の作成や報告を求めた場合は、速やかに資料の作成・報告を行うこと。
（6） 受託者は、仕様書に明記がない場合であっても、当事業の趣旨に照らし必要と認められる業務は、市と協議の上誠実に履行するものとする。
（7） 本事業が終了または他の事業者に変更となる場合は、受託者は本市の指示に従い、業務が滞らないよう責任をもって新しい受託者に引継ぎすること。
（8） その他疑義がある場合には、別途市と協議することができる。
